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令和３年度広島県医薬品等製造販売（製造）業管理者等講習会

お話の内容

1. 新型コロナウイルスの基礎知識

2. 消毒と殺菌

3. 手洗い、マスクの着用

4. 職場の感染防止対策
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お話の内容

1.新型コロナウイルスの基礎知識
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イギリスで見つかった変異ウイルスの「アルファ株」は2020年12月上旬
に初めて報告され、その後、世界中に広がった。

このウイルスには「スパイクたんぱく質」に「N501Y」と呼ばれる変異が
あることが分かっている。

これは「スパイクたんぱく質」の501番目のアミノ酸がアスパラギン（略
号N）からチロシン（略号Y）に置き換わっているという意味である。
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https://yahoo.jp/mrcY7B

国立感染症研究所
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コロナウイルスが増殖する仕組み
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感染した場合、ポビドン等
の消毒剤は治療剤として
使用できない⇒細胞内に
存在するウイルスに作用し
ない
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新型コロナウイルスは不安定で変異しやすい

• 不安定で変異しやすいRNAウイルス

• いたるところで変異が起こる可能性

• 人の細胞とくっつく『スパイクタンパク質』が感染し

やすいように変異し、より感染力が強まる

• ウイルスの「弱毒化」

• 現在の死者数や重症者数は、感染拡大初期に比べて圧

倒的に少ない

• 弱毒化するケースが多いが、凶暴化することが皆無で

はない
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インフルエンザウイルスと新型コロナウイルスの違い

• インフルエンザウイルス
– ウイルスの毒性が強く獲得免疫がすぐに発動
– ほとんどの場合、獲得免疫によりウイルスが抑え込まれ一気に治

癒
– 感染期間は短い
– インフルエンザ自体が猛威を振る舞い重篤な肺炎により死に至ら

せることがある
– 感染期間は短い（１週間～１０日程度）

• 新型コロナウイルス
– ウイルスの毒性は弱く獲得免疫がすぐに反応しない
– ほとんどの場合、自然免疫によりウイルスが抑え込まれ治
癒、治らない場合に獲得免疫が発動

– 別のメカニズム（サイトカイン・ストーム）による重篤化、
死に至ることがある

– 感染期間は長い（１カ月～数カ月）
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高橋泰/国際医療福祉大学大学院教授

3～4割の人が感染しても無症状

• 一定の割合で感染しても無症状の人

• 報告からは3～4割の人が感染しても無症状のま

ま

– ダイアモンド・プリンセス号の乗客712人のうち

58％は診断時に無症状であり、その後も約8割の人

が最後まで無症状であった

• 診断された時点では無症状であっても、その後

症状が出現することがある
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新型コロナの潜伏期間には
１～１４日と幅があるが、多くの人が４～５日で発症



どうやって病原体から身を守るか
体液性免疫と細胞性免疫
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Immunology (tmd.ac.jp)
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夏のエアコン、飛沫拡散に注意 専
門家は換気呼びかけ

日本経済新聞

2020/6/5 23:00 (2020/6/6 5:45更新)

新型コロナ 典型的な症状、経過、重症化のリスク、後遺症
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忽那賢志 国際感染症センター



お話の内容

1. 新型コロナウイルスの基礎知識

2. 正しい手洗い、マスクの着用

2. 消毒と殺菌
3. 職場の感染防止対策
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ウイルスを減らし感染予防する

• 新型コロナウイルスへの感染は、ウイルスを

含む飛沫が口、鼻や眼などの粘膜に触れるこ

と、または、ウイルスがついた手指で口、鼻

や眼の粘膜に触れることで起こる

• このため、飛沫を吸い込まないよう人との距

離を確保し、会話時にマスクを着用し、手指

のウイルスは洗い流すことが大切

• 身の回りのモノを消毒することで、手指につ

くウイルスを減らすことが期待できる



消毒と除菌について
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消毒：菌やウイルスを無毒化すること
• 厚生労働大臣が品質・安全性を確認した「医薬

品・医薬部外品」の製品に記されている
• 「消毒」の語は使わないが、実際には細菌やウ

イルスを無毒化できる製品もある（一部の洗剤
や漂白剤など）

除菌：菌やウイルスの数を減らすこと
• 「医薬品・医薬部外品」以外の製品に記される

ことが多い
• 手指などに用いる場合は、品質・有効性・安全

性が確認された「医薬品・医薬部外品」を使用
（「医薬品」「医薬部外品」との表示のあるもの

人がいる空間での消毒剤の空間噴霧
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お話の内容

1. 新型コロナウイルスの基礎知識

3. 手洗い、マスクの着用
4. 消毒と殺菌

5. 職場の感染防止対策
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手や指などのウイルス対策
1. 手洗い

手や指についたウイルスの対策は、洗い流すことが最も重要

手や指に付着しているウイルスの数は、流水による15秒の手

洗いだけで１/100に、石けんやハンドソープで10秒もみ洗い

し、流水で15秒すすぐと1万分の１に減らせる

手洗いの後、さらに消毒液を使用する必要はない

2. アルコール（濃度７０％以上９５％以下のエタノール）

手洗いがすぐにできない状況では、アルコール消毒液も有効

アルコールは、ウイルスの「膜」を壊すことで無毒化する

手指など用いる場合は、品質・有効性・人体への安全性が確

認された｢医薬品・医薬部外品｣表示のあるものを使用

＜使用方法＞濃度70％以上95%以下のエタノールを用いて、よ

くすりこむ。
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新型コロナウイルス：正しい手の洗い方
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